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予
算
編
成
で
特
に
力
を
入
れ
る
も
の
は
。

市

長
「
鯖
江
ブ
ラ
ン
ド
づ
く
り
」「
人
の

ふ
え
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
主
体
に
「
学
生
連

携
」「
市
民
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
本

柱
で
予
算
編
成
に
臨
み
た
い
。
国
の
３
次
補

正
を
受
け
15
カ
月
予
算
と
い
う
形
で
切
れ
目

の
な
い
予
算
の
編
成
に
努
め
通
年
予
算
を
組

み
た
い
。「
元
気
さ
ば
え
チ
ャ
レ
ン
ジ
枠
」

を
設
け
職
員
の
創
意
工
夫
を
集
め
思
い
や
り

と
愛
情
の
あ
る
予
算
編
成
に
努
め
て
い
き
た

い
。

「
ス
ト
ッ
ク
型
社
会
の
推
進
」
の
方
針
は
。

理
事
者

予
算
編
成
方
針
の
中
で
、
ス
ト
ッ

ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
の
活
用
を
指
示
し
た
。

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
市
民
の
生
命
と
財

産
を
守
る
基
礎
自
治
体
の
責
務
を
果
た
す

為
、
施
設
耐
震
化
等
、
必
要
な
事
業
を
見
定

め
た
上
で
財
源
を
重
点
的
に
配
分
し
て
い
き

た
い
。

市
庁
舎
の
耐
震
補
強
計
画
策
定
が
進
め
ら

れ
て
い
る
が
、耐
震
や
修
繕
な
ど
の
課
題
は
。

副
市
長

庁
舎
の
耐
震
診
断
結
果
は
、
本
館

Ｅ
判
定
、
別
館
Ｃ
判
定
で
、
大
規
模
地
震
が

あ
れ
ば
崩
壊
の
お
そ
れ
が
あ
り
耐
震
補
強
が

必
要
。
各
種
検
討
を
踏
ま
え
、
来
年
以
降
に

実
績
計
を
行
い
補
強
工
事
に
入
っ
て
い
き
た

い
。多

く
の
方
が
利
用
す
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

公
民
館
、
学
校
等
の
危
険
な
所
、
防
犯
・
防

災
等
で
改
修
が
必
要
な
所
、
長
寿
命
化
の
た

め
に
も
早
期
に
修
繕
す
る
所
等
、
ど
の
よ
う

な
事
を
把
握
し
て
い
る
か
。

理
事
者

学
校
施
設
耐
震
化
対
策
は
、
平
成

27
年
度
ま
で
に
耐
震
化
率
100
％
を
目
標
に
補

強
工
事
を
進
め
る
。
学
校
、
幼
稚
園
、
公
民

館
等
の
維
持
補
修
等
は
各
施
設
の
施
設
長
・

施
設
管
理
担
当
者
か
ら
の
聞
き
取
り
を
通

じ
、
予
算
と
緊
急
度
等
を
加
味
し
優
先
順

位
・
補
助
の
有
無
等
も
考
慮
し
、
５
カ
年
程

度
を
目
途
に
年
次
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

こ
の
他
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、
文
化
施
設
等
、
指

定
管
理
者
で
行
っ
て
い
る
施
設
は
、
日
常
的

な
巡
回
、
定
期
点
検
等
に
よ
り
危
険
箇
所
等

の
確
認
を
行
い
、
小
規
模
の
修
繕
等
は
指
定

管
理
者
の
方
で
速
や
か
に
処
理
し
、
大
き
い

修
繕
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
所
管
課

で
連
絡
を
受
け
対
応
し
て
い
る
。

【
要
望
】
教
育
委
員
会
関
係
の
施
設
に
つ
い

て
答
弁
が
あ
っ
た
が
他
に
も
市
の
施
設
は
多

数
あ
る
。
後
回
し
や
先
送
り
等
さ
れ
る
と
、

何
時
ま
で
経
っ
て
も
問
題
は
解
決
さ
れ
な

い
。
改
修
や
修
繕
が
必
要
な
箇
所
で
何
か
発

生
し
た
時
に
知
ら
な
か
っ
た
で
は
済
ま
な

い
。
是
非
再
度
、
全
て
の
施
設
等
を
確
認
し

計
画
的
に
順
次
間
違
い
な
い
対
応
を
要
望
す

る
。

Ｃ
Ｓ
Ｒ
と
は
、
企
業
が
利
益
だ
け
で
は
な

く
、
従
業
員
、
消
費
者
、
地
域
、
国
際
社
会

な
ど
企
業
活
動
を
取
り
巻
く
、
す
べ
て
の
利

害
関
係
者
に
責
任
を
持
ち
、
企
業
の
理
念
と

し
て
企
業
の
社
会
的
責
任
を
果
た
そ
う
と
す

る
こ
と
で
あ
る
。
北
海
道
釧
路
市
は
、
全
国

で
初
め
て
自
治
体
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
導
入
、
職
員

が
社
会
的
責
任
を
認
識
し
、
①
法
令
遵
守
の

徹
底
、
②
公
務
員
倫
理
の
保
持
、
③
資
質
の

向
上
、
④
環
境
へ
の
配
慮
、
⑤
仕
事
と
家
庭

の
両
立
の
向
上
、⑥
地
域
で
の
役
割
の
実
践
、

⑦
社
会
的
貢
献
に
対
す
る
意
識
の
向
上
を
公

的
・
私
的
活
動
に
お
け
る
行
動
指
針
を
定

め
、
職
場
、
家
庭
に
お
け
る
Ｃ
Ｓ
Ｒ
を
浸
透

促
進
し
、
市
民
に
信
頼
さ
れ
る
市
役
所
を
目

的
と
し
て
活
動
し
て
い
る
。

本
市
も
行
政
の
職
員
と
し
て
、
社
会
的
責

任
の
認
識
を
今
ま
で
以
上
に
掲
げ
る
た
め
に

も
、
鯖
江
市
版
Ｃ
Ｓ
Ｒ
の
策
定
に
つ
い
て
の

考
え
は
。

理
事
者

本
市
は
、総
合
計
画
を
基
本
と
し
、

こ
れ
を
円
滑
に
推
進
す
る
こ
と
を
目
標
と
し

て
い
る
。
総
合
計
画
の
ほ
か
に
新
し
い
概
念

を
導
入
し
、
並
行
作
業
で
進
め
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
難
し
い
と
思
う
。
当
面
は
、
総
合

計
画
の
基
本
方
針
の
も
と
、
継
続
的
な
取
り

組
み
を
進
め
る
中
で
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ

る
職
員
の
資
質
の
向
上
を
目
指
し
て
い
く
。

不
育
症
と
は
、
妊
娠
す
る
も
の
の
、
流
産
、

死
産
を
繰
り
返
す
も
の
で
、
発
生
数
は
毎
年

全
国
で
３
万
人
か
ら
４
万
人
で
約
140
万
人
と

推
定
さ
れ
る
。
少
子
化
対
策
が
国
を
挙
げ
て

叫
ば
れ
る
中
、
妊
娠
は
で
き
て
も
出
産
を
迎

え
る
こ
と
が
で
き
な
い
不
育
症
に
対
し
て
、

国
も
地
方
も
何
の
対
策
も
な
い
。
も
っ
と
多

く
の
方
に
不
育
症
を
認
識
し
て
も
ら
っ
て
、

最
低
限
度
不
妊
症
と
同
じ
よ
う
に
助
成
金
給

付
と
検
査
、
治
療
の
し
や
す
い
環
境
を
整
備

し
て
ほ
し
い
と
全
国
的
に
訴
え
が
あ
る
。
そ

こ
で
本
市
に
お
い
て
、
流
産
、
死
産
を
繰
り

返
す
不
育
症
の
周
知
は
。

理
事
者

不
育
症
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
社
会

的
認
知
度
が
低
い
上
、
自
分
で
も
不
育
症
に

気
づ
か
な
い
方
も
多
く
、
気
づ
い
て
も
相
談

や
治
療
を
受
け
る
と
こ
ろ
が
わ
か
ら
な
い
方

が
多
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
今
後
、
本
市

と
し
て
は
最
新
の
情
報
や
専
門
の
医
療
機
関

を
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利
用
し
て
不
育
症
の

周
知
を
図
っ
て
い
く
。

平
成
24
年
度
予
算
編
成
と

今
後
の
政
策
展
開
に
つ
い
て

佐
々
木
勝
久
議
員

志
鯖
同
友
会

行
政
に
お
け
る

Ｃ
Ｓ
Ｒ
策
定
の
考
え
は

遠
藤

隆
議
員

公
明
党

不
育
症
の
周
知
に
つ
い
て
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障
が
い
者
の
働
け
る
場
所
、
機
会
等
が
充

実
す
る
よ
う
施
策
と
し
て
積
極
的
に
支
援
す

べ
き
で
は
。
ま
た
社
会
福
祉
協
議
会
に
は
地

域
福
祉
の
推
進
を
期
待
し
た
い
が
、
ご
所
見

は
。

理
事
者

現
在
策
定
中
の
第
三
期
障
が
い
者

計
画
・
障
が
い
福
祉
計
画
で
も
雇
用
、
就
労

の
促
進
を
基
本
目
標
の
一
つ
に
掲
げ
、
就
労

支
援
等
の
促
進
や
福
祉
的
就
労
支
援
の
充
実

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能
強
化
、
行
政
と

の
連
携
強
化
の
必
要
性
は
認
識
し
て
お
り
、

市
と
し
て
も
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
強
化
し
な
が
ら
社
会
福
祉
の
向

上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

国
の
子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
は
、

国
庫
負
担
金
、
補
助
金
、
事
業
所
等
か
ら
の

拠
出
金
を
一
本
化
し
て
、
地
域
の
事
情
に
応

じ
配
分
さ
れ
る
と
、
鯖
江
市
に
は
不
利
益
で

は
。

理
事
者

新
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
影
響
が
ど
の

く
ら
い
出
る
の
か
、
国
の
新
シ
ス
テ
ム
検
討

会
議
等
の
動
向
を
注
視
し
、
具
体
的
な
内
容

な
ど
の
情
報
収
集
に
努
め
、
新
シ
ス
テ
ム
へ

の
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
図
っ
て
い
き
た

い
。
地
方
の
負
担
増
に
つ
な
が
る
も
の
、
市

民
に
と
っ
て
不
利
益
と
な
る
よ
う
な
こ
と
が

あ
れ
ば
、
市
長
会
等
を
通
じ
強
く
国
に
改
善

を
求
め
て
い
き
た
い
。

各
審
議
会
、
委
員
会
で
の
女
性
委
員
の
比

率
が
少
な
い
が
、
取
り
組
み
は
。

理
事
者

市
条
例
に
基
づ
き
設
置
さ
れ
て
い

る
53
審
議
会
の
女
性
委
員
の
割
合
は
22
年
度

末
で
28.9
％
。26
年
度
目
標
の
35
％
に
向
け
て
、

選
出
基
準
を
見
直
し
、
女
性
枠
設
置
や
一
般

公
募
を
多
く
取
り
入
れ
る
な
ど
、
団
体
か
ら

の
推
薦
も
女
性
を
積
極
的
に
推
薦
す
る
よ
う

求
め
て
い
く
。

専
門
職
の
資
格
で
長
期
間
勤
務
の
市
臨
時

職
員
の
待
遇
改
善
が
必
要
で
は
。

理
事
者

専
門
職
の
保
育
士
、幼
稚
園
教
諭
、

保
健
師
、
各
種
相
談
員
な
ど
職
務
に
応
じ
対

応
し
て
い
る
。
臨
時
職
員
の
女
性
は
426
人
、

88
％
強
の
ウ
エ
ー
ト
。
待
遇
改
善
は
、
い
い

人
材
を
集
め
る
観
点
か
ら
も
重
要
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が
り
、
今
後
、
正

職
員
に
準
じ
た
研
修
実
施
や
、
雇
用
条
件
向

上
に
継
続
的
に
取
り
組
み
た
い
。

【
意
見
】
女
性
の
活
躍
が
認
め
ら
れ
、
広
が

る
こ
と
は
非
常
に
こ
れ
か
ら
大
切
だ
と
思

う
。
自
分
ら
し
く
一
人
ひ
と
り
が
個
性
を
活

か
し
な
が
ら
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
・

社
会
に
な
る
こ
と
を
願
う
。

《
12
月
定
例
会
》

予
防
接
種
費

《
１
千
８
百
万
円
》

子
宮
頸
が
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
の
増
加
に

伴
う
も
の

地
場
産
園
芸
振
興
事
業
費
《
２
百
90
万
円
》

西
山
公
園
道
の
駅
地
域
振
興
施
設
建
設
に

伴
う
地
質
調
査
等

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
費

《
１
億
７
百
45
万
円
》

国
の
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
事
業
を

活
用
し
た
市
道
整
備

公
園
管
理
事
務
諸
経
費

《
２
百
万
円
》

西
山
公
園
道
の
駅
整
備
事
業
の
全
体
の
基

本
設
計

都
市
公
園
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援

事
業
費
（
補
助
）

《
１
千
４
百
万
円
》

国
の
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援
事

業
費
を
活
用
し
た
西
山
公
園
の
園
路
舗
装
等

教
育
指
導
諸
経
費

《
７
百
47
万
円
余
》

来
年
度
か
ら
施
行
さ
れ
る
中
学
校
新
学
習

指
導
要
領
実
施
に
伴
う
指
導
書
等
の
購
入

小
学
校
建
設
事
業
費
（
補
助
）

《
８
億
３
千
６
百
30
万
円
》

豊
小
学
校
２
期
工
事
お
よ
び
鯖
江
東
・
立

待
・
北
中
山
の
各
小
学
校
の
耐
震
改
築
工
事

体
育
施
設
整
備
費
（
補
助
）
《
１
千
万
円
》

国
の
安
全
・
安
心
対
策
緊
急
総
合
支
援
事

業
費
を
活
用
し
た
総
合
体
育
館
の
消
防
設
備

改
修
工
事

勤
務
時
間
に
関
す
る
平
成
20
年
の
人
事
院

勧
告
を
踏
ま
え
、
国
と
県
で
は
す
で
に
勤
務

時
間
が
１
日
８
時
間
か
ら
７
時
間
45
分
に
、

１
週
40
時
間
か
ら
38
時
間
45
分
に
改
定
さ
れ

て
お
り
、
本
市
も
同
様
に
短
縮
す
る
も
の

福
井
県
人
事
委
員
会
に
よ
る
給
与
引
き
下

げ
勧
告
に
伴
う
県
職
員
の
給
与
改
定
に
準

じ
、
本
市
の
一
般
職
の
職
員
の
給
与
を
改
定

す
る
も
の

一
般
会
計
補
正
予
算

鯖
江
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

鯖
江
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

福
祉
行
政
に
つ
い
て

木
村

愛
子
議
員

市
民
創
世
会

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
に
つ
い
て
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